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【内容紹介】

『グレート・ギャツビー』出版 100周年
短編に特化してアプローチする「喪失感」と「死者」のテーマ
かつてないフィッツジェラルド研究

　F. スコット・フィッツジェラルドの作品には、喪失や死者のテーマがなぜか頻繁に登場する。
それも、知名度の高い短編作品にはほぼ例外なくそれらが描かれている。死者とは過去に失わ
れた存在であるという意味で、この２つは陸続きのテーマなのだが、問題は彼の作品がなぜこ
のような傾向を有するのか、という点だろう。人間、誰もが最後は死んでしまうのだから、作
品に死者が登場するのも当然だと考えるべきなのか。いや、そんな普遍化が罷り通らないほど、
この作家は死者と喪失にオブセッション的に囚われてしまっている。
　このテーマがなぜこの作家の心を捉えて離さなかったのか。これまでも同様のテーマに着目
した研究は存在しているが、本書のように短編作品に特化して考察しているものは、存在して
いないように見受けられる。フィッツジェラルドの短編小説は、各作品の研究は一定程度進ん
でいるものの、複数作品をまとめてその有機的な関係を考察した研究は少ない。本書では短編
小説の複数作品をまとめてその有機的な関係を考察し、各短編小説に沈殿する作家的主題を炙
り出し、この作家の作品に新たな解釈を提供したい。
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